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母子フィジカルアセスメント方法論 

 

単位数：２単位  

 

〇福田 誠司：臨床看護学講座 教授 

秋鹿 都子：臨床看護学講座 准教授 

橋本 美幸：臨床看護学講座 准教授 

松浦 志保：臨床看護学講座 講師 

     

 

１．科目の教育方針 

母子を対象とした看護を実践するにあたっては、フィジカルアセスメント能力は非常

に重要である。本科目では、母性および小児の健康問題を理解するために必要なフィジ

カルアセスメントの専門的技術と知識を学ぶ。 

 

２．教育目標 

１）母性の健康問題の理解に必要なフィジカルアセスメント技術と知識を修得する。 

２）小児の健康問題の理解に必要なフィジカルアセスメント技術と知識を修得する。 

３）生殖に関連する倫理的問題を理解し、支援できる能力を養う。 

 

３．教育の方法、進め方、評価等 

 【方法と進め方】 

 講義および学生によるプレゼンテーション、討論によって進める。 

【評価】 

 講義への参加状況、プレゼンテーション内容、レポートにて総合的に評価する。 

 

４．使用テキスト、参考文献等 

  講義の中で適宜提示、資料を配布する。 
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５．教育内容 

回 内     容 講師 

1 母子看護におけるフィジカルアセスメントの目的、意義 福田、秋鹿 

2 アレルギー疾患をもつ小児のフィジカルアセスメント 
秋鹿 

（羽根田） 

3 循環器疾患をもつ小児のフィジカルアセスメント 福田(安田) 

4 新生児疾患をもつ小児のフィジカルアセスメント 福田(柴田） 

5 血液疾患をもつ小児のフィジカルアセスメント 福田(金井） 

6 神経疾患をもつ小児のフィジカルアセスメント 福田(束本) 

7 小児のフィジカルアセスメント 福田 

8 感染症をもつ小児のフィジカルアセスメント 福田 

9 婦人科疾患を持つ女性のフィジカルアセスメント 橋本、松浦 

10 遺伝的疾患をもつ小児の診断技術（遺伝カウンセリング） 福田 

11 糖尿病をもつ妊婦のフィジカルアセスメント 橋本、松浦 

12 超音波による診断技術 橋本、松浦 

13 小児のフィジカルアセスメント（症例検討） 福田、秋鹿 

14 母性フィジカルアセスメント（症例検討） 
橋本、松浦、

秋鹿 

15 母子フィジカルアセスメント（症例検討） 
橋本、松浦、

秋鹿 

 


